
  

 

いわての高校魅力化グランドデザイン for 2031（岩手県立高等学校に関するスクール・ミッション） 
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国際融合探究 

大学等、国の機関

又は国際機関、国

際的な活動に取

り組む機関・団体

及び個人 

地域の行政機関、

事業者、地域活性

化に取り組む機

関・団体及び個人 

企業、産業技術研

究機関、産業振興

に取り組む機関・

団体及び個人 

グローバルな視点で各分野の学びを深化させ、国際的な機関等と連携してロー
カル（地域）とグローバル（国際）を融合させた学びを推進 

文理の枠を超えて、学際的・複合的な学問分野や新たな学問領域に即した最先
端の特色・魅力ある学びを推進 

「高等学校学習指導要領（平成 30年告示）」（2022.4実施） 
 ・「社会に開かれた教育課程」の実現 

・各学校におけるカリキュラム・マネジメントの実現 

中央教育審議会答申「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して」（2021.1） 
（新時代に対応した高等学校教育等の在り方について） 

（２）①各高等学校の存在意義・社会的役割等の明確化（スクール・ミッションの再定義） 

②各高等学校の入口から出口までの教育活動の指針の策定（スクール・ポリシーの策定） 

③「普通教育を主とする学科」の弾力化・大綱化（普通科改革） 

④産業界と一体となって地域産業界を支える革新的職業人材の育成（専門学科改革） 

  ⑤新しい時代にこそ求められる総合学科における学びの推進 

⑥高等教育機関や地域社会等の関係機関と連携・協働した高度な学びの提供 

いわて県民計画(2019～2028) 
○地域に貢献する人材の育成 
・ふるさとを愛し、社会に貢献する意識の醸成 
・教育機関や地元企業などの関係機関と連携した人材の育成 
・産学官が一体となった次代の産業を担うグローカル人材の
育成 

○文化芸術・スポーツを担う人材の育成 
 ・文化芸術活動を担う人材育成や競技力の向上 
○高等教育機関と連携した地域づくり・人づくりの推進 

 ・高等教育機関等と連携した高い専門性と教養を備えた人材
の育成及び地元定着に向けた取組の推進 

第２期岩手県ふるさと振興総合戦略 
 ○ふるさとの未来を担う人づくり戦略 
 

１ グランドデザイン策定の背景 

２ グランドデザインの方向性 

学際融合探究 

先進技術探究 
IoT や AI 等、Society5.0 の到来を視野に入れて、各分野において絶えず進化する専門知
識・技能を実践的なものづくり教育を通じて習得し、持続可能な産業の発展に寄与する人
材育成に向けた学びを推進 

地域課題探究 
現在及び将来の地域社会が抱える課題や地域の魅力に着目し、地域課題の解
決に向けて、地域人材との連携・協働や地域資源の活用等により、実践的・探
究的な学びを推進 

 

地域産業探究 
地域の産業機関と連携・協働しつつ、地域や地域産業の抱える課題解決に向けて、生徒や地
域の実態に応じた実践的・探究的な学びを推進 

国（文部科学省）の動向 県・県教育委員会による各種計画 

岩手県教育振興計画 
（2020.3） 
（取組の視点） 
○岩手だからこそでき

る教育、やるべき教育

の推進 

○郷土に誇りと愛着を

持つ心を育み、岩手で、

世界で活躍する人材を

育成 

○学びの場の復興の更

なる推進 

新たな県立高等学校再編計画
後期計画（2021.5） 
（基本的な考え方） 
○生徒の希望する進路の実現 

 ・生徒が自ら希望する進路を実

現できる教育環境の整備 

○地域や地域産業を担う人材づ

くり 

 ・生徒が自己の興味・関心に基

づき、地域の社会情勢や産業

振興の動向等を踏まえ、学ぶ

ことができる教育環境の整備 

スクール・ポリシーを 

踏まえた選択的導入 
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○ 様々な分野の専門人材やグローバル

人材等の育成を含め、生徒の多様な進路

希望に応じた教育内容の充実が期待され

る普通科や理数科等を設置する高校 

○ 体育、音楽、美術、外国語、国際関係

等、特色ある教育内容の充実が期待され

る学科・学系を設置する高校 

各高等学校に期待される役割 
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○ 本県産業の振興を担う人材の育成に向

けて、多様な専門分野（農業、工業、商業、

水産、家庭、福祉等）における教育内容の

充実が期待される専門学科・総合学科を設

置する高校 

○ 地域を支える人材の育成など、地方創

生において重要な役割を担うことが期待

される普通科等を設置する高校 

○ 生徒の多様な進路希望に対応できるよ

うに地域資源の活用による各系列の教育

内容の充実が期待される総合学科を設置

する高校 

  

３ スクール・ポリシーの策定・運営方針 

①上記３つの枠組みをそれぞれ意識しながらスクール・ポリシーを策定すること。                ⑤2031年までを期間として策定することとし、必要に応じて見直しを行うこと。 

②探究的な学びを特色化の一つとして位置付けること。                            ⑥併置校については、課程や学科ごとに策定することも構わないこと。              

③高校魅力化グランドデザイン（スクール・ミッション）に基づいて令和４年度中に策定・公表すること。     ⑦協議会等においてスクール・ポリシーの評価・検証を定期的に行うこと。  

④魅力化協働パートナーを構成員に加えた協議会（学校運営協議会を含む）において検討・協議し策定すること。  ⑧スクール・ポリシー策定後は、スクール・ポリシーを踏まえて学校経営計画等各種計画を作成すること。                          

 

マ
イ
ス
タ
ー
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル 

Ｓ
Ｓ
Ｈ 

魅力化協働 

パートナー 

教育課程の特色化の例 

（この他にも学校の特色に応じて多様な探究活動が可能） 全校共通

の視点 

魅力化協働パートナーとともに 特色ある教育課程を通じて 多様な生徒の学習意欲を喚起しながら可能性及び能力を最大限に伸長する 質の高い いわての高校教育 

グローカル探究 
現代的な諸課題のうち、現在及び将来の地域社会が有する課題等をより広範
な視点から探究的に取り組む学びを推進 

必要に応
じて地域
探究科へ
の移行も
検討 

 

必要に応
じて学際
探究科へ
の移行も
検討 

 

義務教育とのつながり 

特色ある高校教育の実現 

○いわての復興教育 

○いわてのキャリア教育 

○地域や家庭と連携・協働

して進める学校づくり 

○総合的な学習の時間 

○多様な体験活動 

○ＩＣＴの活用 

義務教育の実践 


